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【平成 26 年度 事業活動状況】 

補助事業の活動実績  具体的成果  

イン ター ンシ ップ・受入 企業 と学

生のマッチングシステムの運用を

開始  
 

平成 26 年 11 月より NPO 法人ディープピープルと連携し、経営学科

冬学期「業界研究実習」において、学生のニーズを把握し、ふさわし

い企業をマッチングし、インターンシップを実施した。インターンシ

ップは「課題解決型」で実施し、受け入れ先である浜田化学株式会社

及び丹波市より、課題解決発表に対して高い評価を得た。  

インターンシッ プで のル ーブリ ッ

ク評価の試行  
 
 

 

浜田化学株式会社に協力を依頼し、大学と企業が同じルーブリックを

用いて学生を評価した。学生にとっては受入先企業からの評価を受け

ることは新鮮であり、自己評価能力の向上につながった。教員にとっ

ては、大学における学生の評価観・尺度に対して見直しが必要だとい

う問題認識が向上した。  

モニ タリ ング システムの 再構 築と

タブレット型端末の導入  
 

 

学外 学習 で利 用 して いた モニ タリ ング シ ステ ムを イン ター ンシ ップ

で大学と企業双方が同時にモニタリングできるように改修。学生には

タブレット型端末を利用し、情報をタイムリーに共有し、迅速にフィ

ードバックが可能となった。教員・企業双方からフィードバックを受

けられることで、学生の学習動機づけに役立った。  

学修成果の電子化システムの導入  
 
 

従来、学生は紙で配布される資料での学修成果の確認が必要であった

が、蓄積が難しかった。このシステムを導入することで全てのデータ

が一括管理されることで可視化が図られ、学生の自己の成⾧確認が可

能になった。  

ジ ェ ネ リ ッ ク ス キ ル 測 定 テ ス ト

「PROG」の実施  
 
 

平成 27 年 3 月のリフレクション・デイでジェネリックスキルの客観

的測定を行った。学生が今後の自分に求められる能力を意識すること

ができた。また、継続して定点観測を行い、インターンシップ前後の

能力の伸⾧度を測るための初期測定となった。  

派遣職員の雇用【新規】  事務的業務だけでなく、インターンシップ先企業の開拓及び学生のマ

ッチ ング シス テ ムを 中心 とし た本 事業 の 全体 推進 の役 割を 担う コー

ディネーターとして派遣職員を雇用した。  

 
【平成 26 年度 会議・行事】 

1/23 に事業協力者会議（企業関係

者＋本学教職員）を実施した  

2/26 に拡大協力者会議（企業関係

者＋ 外部 評価 委員＋外部 有識 者＋

本学教職員）  

平成 27 年度より本格的に実施していく、インターンシップを糸口と

した「大学と産業界の評価の観点と尺度」の共有について、意見交換

を行った。  

2/20 に全学 FD、学部 FD を実施し

た  

3）平成 27 年 2 月 20 日に株式会社リアセックの松村直樹氏を招聘

し、「問題解決力を育成するためのキャリア教育」として全学 FD を

実施。加えて、人間心理学科と経営学科でも学部 FD を開催した。教

員間 で学 生の 評 価に 関す る見 方を 学部 の 共有 の尺 度で 考え るこ とが

必要であると認識できた。  
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【平成 27 年度 事業活動状況】 

補助事業の活動実績  具体的成果  

前年 度に 明ら かになった 大学 にお

ける 学生 の評 価観・尺度 と企 業の

評価 視点 のギ ャップにつ いて 、本

年度 はイ ンタ ーンシップ の新 しい

プロ グラ ムを 開発し、企 業の 現場

での 学生 の活 動に対して 互い に評

価を実施する試金石の 1 年となっ

た。また、KUIS 学修ベンチマーク

をベ ース とし たインター ンシ ップ

ルー ブリ ック による評価 を実 施す

る体 制を 構築 し、学生の 学修 行動

のモ ニタ リン グによる学 修成 果の

可視化に取り組んだ。  

・平成 27 年度は企業の課題解決に取り組むインターンシップを AP

事業型のインターンシップとして定義し、産業界等と取り組むことで

9 団体と新しいインターンシッププログラムを開発した。  

・インターンシップに参加した学生への評価項目と方法について、拡

大協力者会議の場で本学の KUIS 学修ベンチマークをベースとした

インターンシップルーブリックを利用することに決定した。評価の観

点と尺度のすり合わせのため、インターンシップルーブリックを活用

して教員と受入れ企業がそれぞれ学生を評価し、意見交換を行った。

意見交換会、インターンシップ成果報告会、協力者会議等での評価・

意見は、AP 事業推進会議の中で共有し、検証・総括を行ってきた。  

専任 職員 の雇 用を継続し 、イ ンタ

ーン シッ プ先 の開拓を行 った 。ま

た 教 員 と の 情 報 共 有 の 場 を 設 け

た。  

・インターンシップ先企業の開拓、企業との連携、インターンシップ

に関する事前学習や実習等の実地指導を行うことができた。  

・教員が訪問できないインターンシップ先については当該職員が訪問

し、学生の活動状況や成果報告会をビデオで撮影するなど、学生の評

価にあたってインターンシップ先企業と情報を共有できた。  

人間科学部において、PBL 型の初

年 次 セ ミ ナ ー プ ロ グ ラ ム を 導 入

し、必修科目として実施した。  

・人間科学部（人間心理学科、経営学科）1 年次の初年次セミナーの

15 コマのうち 11 コマを使って PBL 型の教育プログラムを導入。  

・本学の専任教員 13 名が開発先との連携により実施。  

・実施後には各教員へのアンケートと総括会を実施し、PBL 手法の共

有及び取組課題の見直しを行い、28 年度の実施につなげた。  

・課 題解 決型 のプログラ ム以 外に

も、NPO 法人との協働によるイン

ター ンシ ップ プログラム の開 発を

行い 、希 望者 面談による マッ チン

グを行った。  

・大学独自でも受入先を開拓し、教

員及 び専 任職 員によるエ ント リー

シー ト、 個別 面談による マッ チン

グを実施した。  
 

AP 型インターンシップとして以下の企業・団体へ学生が参加した。  

株式会社内田洋行（1 名）、株式会社アサヒ・ドリーム・クリエイト（3

名）、株式会社アイ建設（1 名）、株式会社 MASHU（3 名）、株式会社

Kurokawa（2 名）、NPO 法人未来守りネットワーク（11 名）、NPO

法人粟生線の未来を考える市民の会（9 名）、吉川町商工会（9 名）、

NPO 法人いきいき前山（6 名）  

・6～7 月に教職員がインターンシ

ップ 受入 れ先 を訪問し、 本事 業の

取組を説明し理解を求めた。また、

ルーブリックでの依頼した。  

・10～12 月にはインターンシップ

終了 後に 受入 れ先を訪問 。評 価の

ヒアリングを実施した。  
 

訪問・説明について AP 事業担当の教員と職員が訪問し、概ね理解と

賛同をいただけた。12 月の情報交換会に先立ち評価項目や方法につ

いてのアンケートを実施。情報交換会ではアンケートをもとに受入れ

先企業との情報交換にて建設的な意見交換を実施した。  
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12 月に AP 事業担当教員による学

生の ルー ブリ ックによる 評価 を実

施。  

受入 れ企 業に よ るル ーブ リッ ク評 価と 教 員に よる 評価 の摺 り合 わせ

に取り組んだ。教員から、活動を撮影したビデオやモニタリングシス

テムを使用しての評価に目処がついた項目と、現場にいないと評価で

きない項目があることが顕在化した。次年度はこの点について教員と

企業が事前に摺り合わせる場を持って進めることとなった。  

7 月に開催したイ ンターンシップ

事前説明会（3 回）及び経営学科正

課授 業に おい て教職員か ら参 加学

生に周知した。  

インターンシップにて iPad を利用し、日々の活動をリフレクション

カレッジシステムにて共有することを義務付けた。また、大学の代表

としてインターンシップに参加し、企業から評価を受ける立場である

ことも認識させた。  

7/8 に 産業 界 及 び 有 識 者 を 招い て

の拡大協力者会議を開催した。  

本学で従来より使用していた「KUIS 学修ベンチマーク」の内容がイ

ンタ ーン シッ プ の評 価項 目と して 十分 に 要件 を満 たし てい ると の判

断がなされ、KUIS 学修ベンチマークをベースとしたインターンシッ

プルーブリックを使用することが決定した。  

イン ター ンシ ップ実施期 間前 、期

間中 に教 職員 が受入れ先 に訪 問ま

たは 同行 し受 入れ先担当 者と の個

別面談を行った。  

学生 の実 習中 や 改題 解決 提案 のプ レゼ ン テー ショ ンの 場に 訪問 した

際に、受入れ企業の担当者と個別に面談し、実習中の良い事例や改善

すべき点などを相談した。期間内に修正できる点については修正し、

次年度へ申し送る事項を明らかにした。  

イン ター ンシ ップ期間中 に担 当教

員が リフ レク ションカレ ッジ を利

用し て学 生の 日報報告を 確認 し、

アドバイス等を行った。  

従来の紙ベースの日報ではできなかった、日々の活動報告への即時対

応ができるようになった。参加学生も毎日教員が見てくれているとい

う安心感が生まれ、日報内容が充実したり、活動中の疑問について教

員に相談したりするなどの効果が出た。  

ジ ェ ネ リ ッ ク ス キ ル 測 定 テ ス ト

「PROG」は 9 月下旬のリフレク

ション・デイに実施した。  
 

「PROG」の結果について、コンピテンシー能力の伸⾧度についてイ

ンタ ーン シッ プ 参加 前と 参加 後及 びイ ン ター ンシ ップ 参加 学生 と参

加しなかった学生についての比較分析を実施。その結果、参加学生と

参加しなかった学生では参加学生の伸びが大きく、また AP 型インタ

ーン シッ プと し て設 定し た課 題解 決型 イ ンタ ーン シッ プに 参加 した

学生の伸びが一番大きいなど、インターンシップの効果が評価できる

分析結果となった。  

イン ター ンシ ップ先企業 への 継続

依頼及び新規開拓を実施した。  

次年 度の 夏学 期 のイ ンタ ーン シッ プに 向 けて 、受 入れ 企業 の開 拓と

AP 型インターンシップの説明を行った。  

モニ タリ ング システム「 リフ レク

ションカレッジ」について、利便性

向上のための改修を実施した。  

インターンシップ担当教員、受入れ企業からの意見を受け、より利便

性を高めるためのシステム改修を実施した。具体的には学生が入力し

た際の通知機能の追加や、教員のアドバイスが受入れ企業の日報への

コメ ント と同 じ ペー ジに 表示 され るよ う にす るこ とで 学生 の振 り返

りがしやすいようにする等の改修を行った。  
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【平成 27 年度 会議・行事】 

7 月にインターンシップ・ルーブリ

ック 検討 のた めの拡大協 力者 会議

の開催。  
 

協力者会議メンバーに有識者を加えた拡大協力者会議を開催した。イ

ンターンシップの評価方法として、本学の学習目標である「KUIS 学

修ベンチマーク」の内容が、インターンシップの評価項目として十分

に要件を満たしているとの判断がなされ、これをベースとしたインタ

ーンシップ・ルーブリックを使用することが決定した。  

12/5 にインターンシップ成果報告

会を実施。  

受け入れ企業、外部評価委員等を招いて、本学 AP 事業の進捗報告と

参加学生によるインターンシップ実習の報告を行った。成果報告会で

は、9 社のインターンシップに参加した学生の発表と受入れ先企業の

担当者からの講評が行われ、外部評価委員より全体講評が行われた。 

12/5 の成果報告会と同日、第 2 部

として意見交換会を実施  

評価の観点と尺度のすり合わせのため、インターンシップルーブリッ

クを利用して教員と受入れ企業がそれぞれ学生を評価し、意見交換会

を開催した。インターンシップ受入れ企業 6 社の代表者や評価担当者

が出席し、評価項目や方法、リフレクションシステム等について意見

交換を行った。  

1/23 に協力者会議を開催し、本年

度夏 学期 のイ ンターンシ ップ 総括

を実施した。  

産業界等の代表として協力者会議の委員を委嘱している NPO 法人デ

ィー プピ ープ ル の牧 文彦 氏と 株式 会社 リ アセ ック の松 村直 樹氏 を招

いて、夏期インターンシップを中心に 27 年度の AP 事業の総括を実

施した。ルーブリック評価項目等についてベースは KUIS 学修ベンチ

マークを利用することは継続し、受入れ企業の意見も反映させるよう

にルーブリックの改修等、次年度の課題を洗い出した。  

2 月の全学ＦＤ(現 PD)の際に、Ａ

Ｐ事業について説明を行った。  

既存 の評 価で は 、短 期間 のイ ンタ ーン シ ップ にお いて 限界 があ るた

め、ステークホルダーとルーブリックで教員がコンピテンシー評価を

することの重要性について教職員で共有することができた。  

平成 28 年 3 月 23 日  

外部評価会議の開催  
 
 

平成 28 年 3 月 23 日には外部評価委員会を開催し、産業界が本学の

ルーブリックを利用して学生評価を行ったこと、また PROG 結果の

分析結果で AP 型インターンシップのコンピテンシーの伸びが大きか

ったことに評価をいただいた。  

 
【平成 28 年度 事業活動状況】 

補助事業の活動実績  具体的成果  

前年 度の 取組 を受け、イ ンタ ーン

シッ プ実 習時 に学生評価 の観 点と

尺度 を確 認す るためのイ ンタ ーン

シップ・ルーブリックを、受入企業

及 び 協 力 者 会 議 委 員 の 協 力 を 得

て、完成をさせた。  

・平成 28 年度はインターンシップ・プログラムの開発、インターン

シップ先の開拓、インターンシップ実習のモニタリングについて、多

くの教員が関わる体制を整えることができた。新たなインターンシッ

プ受入企業との学生の評価の観点と尺度をすり合わせたことにより、

インターンシップルーブリックのを完成させることができた。  

・学生の自己評価能力を高めるため、インターンシップ事後学習での

振り返りを強化し、e-ポートフォリオを活用し、活動の蓄積と今後の

学修への目標設定を行う仕組みを確立できた。  

昨年度に引き続き、AP 事業の専任

担当者を雇用した。  

インターンシップ先企業の新規開拓、事前事後学習の運営、モニタリ

ングシステムの登録管理、補助金申請関係の業務などを担当し、円滑

に事業を進めることができた。  
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初年次セミナーにおける PBL 教育

プログラムの実施（継続）について

昨年 度に 引き 続き、人間 科学 部に

て春 学期 の必 修科目とし て実 施し

た。  

・昨年度担当の教員より改善点の申し送りがあり、PBL プログラムの

内容や在学生の先輩を招いてのパネルディスカッション等を実施。  

・PBL 学修について一定の成果は確認できた。加えて、新入生の大学

への適応に関する課題等を洗い出すことができた。次年度は PBL の

実施時期を考慮するなど、初年次教育の再構築を進める契機とするこ

とができた。  

AP 事 業 担当 の 教 員 及 び 専任 担 当

者 を 中 心 に 受 入 先 の 開 拓 を 行 っ

た。 加え て協 力団体への 受入 先開

拓の業務委託も行った。  

平成 28 年度実施の新規開拓企業は、経営学科インターンシッププロ

グラムにおいて 8 団体、キャリアサポート室プログラム 14 団体とな

った。また平成 29 年度用に新規受入団体が 4 団体決定した。  

経営 学科 の教 員及びキャ リア 支援

課の 職員 が中 心となり、 受入 団体

や 業 務 委 託 先 と プ ロ グ ラ ム の 開

発、ルーブリック評価の依頼、モニ

タリ ング シス テムを利用 して の実

習の可視化等について調整した。  

・経営学科インターンシッププログラムについては基本的に評価・モ

ニタリングについて本事業の目的に沿った形で実施された。また、そ

の他 のプ ログ ラ ムに つい ては 受入 団体 の 体制 や都 合に より 一部 実施

できなかったプログラムもあるが、趣旨については概ね理解をいただ

けた。  

人間 科学 部経 営学科一部 コー スの

尼崎 移管 のた め、インタ ーン シッ

プの 事前 ・事 後学習充実 に向 けプ

ロジェクタの設置を行った。  

キャ ンパ ス工 事 の都 合上 、教 室改 修時 期 が夏 休み から 春休 みに なっ

た。冬学期インターンシップの事後学習で使用。学生の実習報告にて

活用され、使い勝手についても好評であった。  

人間 心理 学科 インターン シッ プ科

目及 び英 語教 育学科イン ター ンシ

ップ科目において、業界研究・ビジ

ネス マナ ーを 重点項目と して 取り

入れた。  

・事 前学 習に て 参加 する イン ター ンシ ッ プ先 の業 界研 究を 行う こと

で、参加する意欲の向上と目標設定の材料とした。  

・また、ビジネスマナーを身につけ、インターンシップ実習での不安

を払拭することを目標として実施した。事前学習実施後の学生ヒアリ

ングにて、学生から実習に向けて前向きな回答が得られた。  

イ ン タ ー ン シ ッ プ 担 当 教 員 に 加

え、 参加 学生 のアドバイ ザー も日

報をモニタリング可能となった。  

本年度の体制強化の結果、100 名を超えるインターンシップ参加学生

一人ひとりに、複数の教員が活動内容の把握と学生へのアドバイスが

できるようになった。  

9 月のリフレクション・デイにおい

てジ ェネ リッ クスキル測 定テ スト

「PROG」を実施した。  

・定 点観 測資 料 とし て結 果分 析を 教員 に フィ ード バッ クす ると とも

に、資料がアドバイザーによる学生面談の材料となった。  

インターンシップ事後学習におい

て、活動の振返りの成果として、

学生がそれぞれのインターンシッ

プをテーマとした自己 PR を完成

させ、e-ポートフォリオに蓄積す

ることとした。  

・作成した自己 PR を e-ポートフォリオを活用し、キャリアサポート

室によるチェック・添削を受けたうえで、教員が最終確認する流れに

変更した。  

・昨年度より時間と手間はかかったが、学生が納得できる自己 PR の

完成に至った。  

今年 度の イン ターンシッ プ担 当教

員を 中心 にモ ニタリング シス テム

の運 用課 題を 洗い出し、 改修 を行

った。  

これ まで イン タ ーン シッ プ担 当教 員が モ ニタ リン グ時 に利 用で きな

かった、参加学生の一括チェックができるようなるなど、学修成果の

可視化ツールとして利便性を向上させた。  
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【平成 28 年度 会議・行事】 

10/15 に イン タ ーン シ ップ 成 果報

告会・担当者情 報交 換会 を開催 し

た。  
 

・本学より本事業の進捗状況の報告の後、7 団体のインターンシップ

プログラム参加学生から発表を行い、受入団体担当者の講評をいただ

いた。この中でいただいた意見をインターンシップルーブリックの改

訂に反映させることができた。  

・企業担当者と本学教員の情報交換会を実施した。現場での学生の様

子から、本学の評価項目やインターンシップ・プログラムへの意見、

次年度への課題など、学生を育成するために「どのように積極的に失

敗経験を積ませるのか」について論議が行われた。  

11/16 に人間科学部 FD 講演会を実

施した  
 

人間科学部教員全員が参加し、「アクティブ・ラーニングにおけるコ

ーチング・ファシリテーション」として NPO 法人ディープピープル

の牧文彦氏に登壇いただいた。この FD を受け、平成 29 年度に人間

心理学科において「インターンシップ担当教員」の育成を実施するこ

ととなった。  

1/16 に 外 部 協 力 者 会 議 を 実 施 し

た。  
 

外部協力者である株式会社リアセックの松村直樹氏と、NPO 法人デ

ィープピープルの牧文彦氏をお呼びし、本年度の取組の総括会として

協力者会議を開催した。主に、インターンシップ評価表（インターン

シップ・ルーブリック）の修正について講評、意見を受けた。  

2/14 に 外 部 評 価 委 員 会 を 開 催 し

た。  
   

今年度の取組について報告を行った。外部評価委員からは、インター

ンシップ受入先の選定やプログラム、ルーブリックを使った評価方法

と企 業と の評 価 の観 点と 尺度 のす り合 わ せに つい ては 高い 評価 があ

った。今後の課題として、e-ポートフォリオの活用推進について意見

があった。また、次年度取組予定のキャリアチューターについては、

期待の言葉をいただいた。  

 
【平成 29 年度 事業活動状況】 

補助事業の活動実績  具体的成果  

今後の他学部への展開を睨み、AP

型インターンシッププログラムの

定義を整理した。  

AP型インターンシップを①ルーブリックによる評価、②リフレクシ

ョンカレッジシステム活用による実習期間中のモニタリングの実

施、③受入企業・団体との評価のカリブレーション実施するものと

定義し、そこに④課題解決（PBL)要素を盛り込むこととし、遂行し

た。また、可視化したルーブリックの項目その他について広く意見

を収集し、ベンチマーク改訂の参考とすることができた。  

昨年度に引き続き、AP 事業の専任

担当者を雇用した。          

・文部科学省への提出書類等の作成を専任職員に集約し、円滑な事業

の推進が可能となった。また、開発したインターンシッププログラム

について、受入先との事務手続を統括し、学生の受入について円滑な

調整を行うことができた。  
 

AP 事 業 担当 の 教 員 及 び 専任 担 当

者 を 中 心 に 受 入 先 の 開 拓 を 行 っ

た。 加え て協 力団体への 受入 先開

拓の業務委託も行った。  

・インターンシップの受入先の拡大、新規開拓が実現できた。  

・NPO 法人ディープピープルへの企業開拓の業務委託を行い、開拓

した企業との課題解決型インターンシップを開発し、本学の学生の参

加が可能となった。  
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イン ター ンシ ップのみで はな く、

他 の 経 験 学 習 プ ロ グ ラ ム で あ る

「グローバルスタディ」「サービス

ラー ニン グ」 の担当者も 参加 して

協議 する 『オ フキャンパ ス連 絡協

議会』を開催した。  

グローバルスタディ、サービスラーニング、インターンシップの担当

者に よる スケ ジ ュー ルや 事前 ・事 後学 習 の重 複部 分な どの 調整 を行

い、学生の作成する「ラーニングルートマップ」へのオフキャンパス

プロ グラ ムの 参 加意 思を 反映 され るサ ポ ート 体制 をつ くる こと がで

きた。  

教員 並び にキ ャリア支援 課職 員が

受入 企業 に訪 問し、プロ グラ ムの

開発、ルーブリック評価、モニタリ

ング シス テム を利用した 実習 の可

視化について調整した。  

受入先と、本学のＡＰ事業の理念と学生の自己評価力向上のためのプ

ログラムであることを共有し、学生の成⾧を意識したインターンシッ

プの運営を協働して進めることができた。  

学 修 成 果 の 可 視 化 ツ ー ル の 一 つ

「ラ ーニ ング ルートマッ プ」 シス

テムを改修した。  

学生が 4 年間の学修計画を立てやすいように、e-ポートフォリオの改

修を行った。これにより、学生が学びの積み上げ計画を視覚的に確認

できるようになった。  

イン ター ンシ ップの事前 学習 を整

理。 目標 設定 を中心にビ ジネ スマ

ナー 講座 も実 施。加えて 課題 解決

型プ ログ ラム では、企業 担当 者を

交えての事前学習を実施した。  

昨年度の事前・事後学習を基に、今年度の内容を見直した。具体的に

は事前学習での目標設定、マナー講座、グループワーク、事後学習で

の振り返りに加え、冷却期間をおいて実習 3 か月後に再度振り返りの

レポートを作成させることで、学修成果の定着を図った。  

キャ リア チュ ーターを公 募。 早期

に就 職内 定を 得た学生の 中か ら、

イン ター ンシ ップに参加 した 経験

がある 2 名を提出書類と面談によ

る選考により採用した。  

キャリアチューターには、後輩の模範となる学生として、3 つの条件、

1：就職活動に尽力し、早期に内定を取った学生、2：インターンシッ

ププログラムに参加した経験を持つ学生、3：秋学期までに卒業要件

を満たしている学生、を設定した。エントリーシートによる書類審査

と学部⾧による面談により、2 名の学生を採用することとなった。  

冬 学 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ に お い

て、 イン ター ンシップ担 当教 員と

キャ リア 支援 課職員が受 入先 への

訪問 。リ フレ クションカ レッ ジを

利用しモニタリングを実施した。  

冬学期のインターンシップにおいても、ＩＣＴを活用し、モニタリン

グを実施した。学生の報告や疑問点に対し、受け入れ企業担当者より

毎日リアルタイムのコメントがあり、教員、学生、企業担当者で情報

共有しつつ実習を進めることができ、教育効果も高まった。  

キャ リア チュ ーターブー スの 環境

整備 につ いて 学内の工事 期間 の調

整と 什器 の調 達の都合か ら、 春休

みの 3 月にブース設置を行った。  

キャリアチューターブースを設置したことにより、インターンシップ

に参加した学生が気軽に相談できる体制を整えることができた。副次

的な効果として、環境が整備されたキャリアサポート室へ訪問する学

生が増加した。  

キャ リア チュ ーター研修 実施 。カ

ウン セリ ング マインドや 傾聴 手法

について 90 分×4 コマの研修を行

った。  

H29 年度のＡＰ事業推進リーダーであり人間科学部学部⾧の上村教

授より、チューターの職務や基本姿勢、カウンセリングマインド、イ

ンタ ーン シッ プ を中 心と した 就職 準備 の 知識 や伝 え方 につ いて の研

修を実施した。これによりキャリアチューター自身が、これまで経験

したことを改めて整理し言葉にして伝えることが可能となった。  

担当 教員 が受 入先へ訪問 し、 イン

ター ンシ ップ 後のヒアリ ング と学

生の 実習 評価 の根拠につ いて 意見

交換を行った。  

インターンシップ担当教員が受入先に訪問し、評価の根拠の確認とカ

リブレーションを実施した。産業界等の学生の評価視点を学ぶととも

に、学生へのフィードバックを行うことで、学生の学びの目標設定を

行う際の指針の一つとして活用できることが確認された。  
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9 月のリフレクション・デイにおい

てジ ェネ リッ クスキル測 定テ スト

「PROG」を実施した。  

インターンシップに参加した学生の参加前後の能力の伸びと、インタ

ーンシップ参加の有無での能力の伸びを確認した。総じてインターン

シップに参加した学生の伸⾧度が高いことが確認された。  

8/18 の学内ＰＤ（ＦＤ＋ＳＤ）に

て、 オフ キャ ンパスプロ グラ ムの

活動 報告 の中 でＡＰ事業 イン ター

ンシップにつき、報告を実施した。 

本学では年間に 5 日間のＦＤを実施していたが、今年度よりＦＤとＳ

Ｄを発展させ、教職協働の理念の下、ＰＤとして研修を実施すること

となった。8/18 は「本学のオフキャンパスプログラムの全学的課題と

今後の方向性について」の中で、ＡＰ事業のインターンシップの取組

について学内への共有を行った。  

採用 した キャ リアチュー ター によ

るピアサポートを開始した。  

ピアサポーターによる後輩学生のサポートを実施。低学年からインタ

ーン シッ プに 参 加す るメ リッ トな どに つ いて の説 明な どを 行い 後輩

の不安解消に繋がった。また、課題であった遠隔での支援についても

タブレットＰＣを活用し、オンライン相談を実施することができた。 

1/27 に冬学期インターンシップの

参加者に事前学習を実施した。  

「ラーニングルートマップ」活用が本格化し、冬学期にインターンシ

ップ参加を計画していた学生の志望動機が明確になり、事前学習での

目標設定をより具体的に、かつスムーズに行えるようになった。  

人間 心理 学科 教員とキャ リア 支援

課職 員が 受入 先への訪問 、リ フレ

クシ ョン カレ ッジを利用 して のモ

ニタリングを実施した。  

夏学 期と 同様 に 本学 のイ ンタ ーン シッ プ プロ グラ ムの 根幹 のひ とつ

である、「実習期間中の教員・受入先担当者による学生モニタリング」

について、ＩＣＴを活用し、モニタリングを実施した。学生の報告や

疑問点に対し、受け入れ企業担当者より毎日リアルタイムのコメント

があり、教員、学生、企業担当者で情報共有しつつ実習を進めること

ができ、教育効果も高まった。  

キャ リア 支援 課職員によ る受 入先

への 訪問 、お 礼とインタ ーン シッ

プの 評価 につ いてのヒア リン グを

実施した。  

インターンシップ受け入れ企業担当者にヒアリングを行い、評価の根

拠の確認とカリブレーションを実施した。ルーブリックの問題点や、

事前の項目設定の時期や方法、また実習中の ICT を活用したモニタ

リングの改善点などについて意見を伺うことができた。  

 
【平成 29 年度 会議・行事】 

8/18 の全学 PD において、  

AP 事業インターンシップにつき、

報告を実施した。  

全学 PD が「本学のオフキャンパスプログラムの全学的課題と今後の

方向性について」というテーマで開催され、そのなかで AP 事業のイ

ンターンシップの取組事例を紹介。それまでの課題点と、課題解決の

要素を含むプログラムの効果について学内で共有できた。  

11/11 に イ ンタ ー ン シ ッ プ成 果 報

告会 と外 部評 価委員、協 力者 会議

員、 受入 企業 を対象とし た情 報交

換・総括会を実施した。  

成果報告会での学生の発表に対し、受け入れ企業からご意見を頂き、

自己評価と企業の評価の違いを認識することで、学生の自己評価能力

の向上に繋がった。また、受入企業との情報交換・総括会では、評価

委員や協力者からのご意見を通じ、本学のインターンシップに関する

問題点を確認することができた。  

11/11 の イ ンタ ー ン シ ッ プ成 果 報

告会に合わせて、外部評価委員、協

力者 会議 員、 受入企業を 対象 とし

た総 括会 を協 力者会議と して 開催

した。  

上記の総括会に続き、外部評価委員、協力者会議委員、本学教職員に

よるインターンシップの情報交換と、今年度の当該事業のこれまでの

総括を行った。評価委員や協力者からのご意見を通じ、当該事業にお

ける今後取り組むべき課題や方向性、インターンシップルーブリック

の活用方法等について整理することができ、またプロジェクトメンバ

ーの意識改善に繋がった。  
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平成 30 年度 事業活動状況】 

補助事業の活動実績  具体的成果  

AP 型インターンシップ・プログラ

ムの 全学 展開 について、 次年 度に

予定 する 学部 改変と絡め て議 論を

開始した。  

また 、課 題解 決型インタ ーン シッ

プをⅠ期 と位 置付 けⅡ期 に課 題探

究型 イン ター ンシップと 連結 した

高次 のイ ンタ ーンシップ を導 入し

た。  

・「課題解決型プログラム」を深化させた「課題探究型インターンシ

ップ・プログラム」を加え新たな学修の流れを完成した。 またこれを

担保する教員の指導環境を改善するため、モニタリングシステム「リ

フレクションカレッジ」を改修し、さらに評価ツールとして企業と教

員間での評価情報を共有するルーブリックの改善を図った。  

・インターンシップの事後学習において、アセスメントテストを用い

た評価の振り返りを行いを行い、自身の学びの成⾧を可視化すること

で高い教育効果を得ることとなった。さらに終了後 3 か月に振り返り

レポートを提出させることにより学修成果の定着を図った。  

4 月～3 月 ＡＰ事業専任職員を雇

用。（文部科学省他関係機関への文

書作成等）  

文部科学省への提出書類の作成を専任職員に集約し、円滑な事業の推

進が可能になった。成果報告会、シンポジウム等実施について事前の

準備調整、報告書発刊などの関係する業務処理を行った。  

従来 から の受 入企業を中 心に 訪問

しＡ Ｐ型 イン ターンシッ プの 受入

を要請。また、事前打ち合わせ訪問

では イン ター ンシップ担 当教 員が

目標 設定 など の事前の打 ち合 わせ

を行った。  

事前打ち合わせを実施し、双方の評価のベースとなるインターンシッ

プルーブリックを用いて評価項目の確認と目標設定を行った。参加学

生の学修の方向性を共有した。また、企業への協力依頼の結果、課題

探究 型イ ンタ ー ンシ ップ ・プ ログ ラム 実 施受 入先 企業 の開 拓を 実現

し、学生の学びの深化を実現した。  

キャ リア チュ ーターに関 して 、三

木 キ ャ ン パ ス に お い て 公 募 を 行

い、 エン トリ ーシート並 びに 面接

による選考を実施。結果 4 名のチ

ュー ター を採 用し、人間 科学 部教

員による研修を 2 コマ実施し、カ

ウン セラ ーと しての心構 えな どを

学修した。  

学生 にと って 身 近な 先輩 の体 験談 を聞 く こと によ り等 身大 での イメ

ージを可能とし、より親しみやすい環境での情報提供を実現した。研

修で学習するカウンセリングマインドを意識し、面談を行うことで、

学生同士の世間話ではないコミュニケーションを可能とし、さらに副

次的な成果として研修を行うチューター学生自身の成⾧も実現した。 

キャ リア チュ ーター相談 スペ ース

の改 修に つい ては、前年 度の 設置

で環 境改 善が 進んだこと もあ り、

今年度の執行は見合わせた。  

昨年度キャリアサポート室内に専用ブースを設置したことで、学生の

ピアサポートに関しては良好な面談環境を整備することができ、利用

者の拡大に繋がった。  

イン ター ンシ ップモニタ リン グに

ついては実施期間中に AP 担当教

職員 が受 入先 企業を訪問 し学 生の

学修 状況 確認 とインター ンシ ップ

学修に関する情報交換を行った。  

リフ レク ショ ン カレ ッジ を活 用し た学 生 の日 々の 振り 返り を担 当教

員と受入企業担当者がサポートすることで、学修の方向性確認とモチ

ベーション維持を可能にした。  

イン ター ンシ ップ受入企 業と のカ

リブレーションについて AP 事業

担当 教員 が訪 問し受入れ 先担 当者

と評価の摺合わせを行った。  

企業と大学双方の評価ツールであるインターンシップル -ブリックを

用いて、学修成果の伸びについて評価の摺合わせを行った。インター

ンシ ップ 学習 時 に見 せる 学生 の状 況に 対 する 企業 側の 評価 が大 学内

での 教員 の日 常 の評 価よ り高 く評 価さ れ るこ とが ある とい うと ころ

などを確認し、彼らの学びを改めて知る機会となった。  
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8 月に改訂された 本学ベンチマー

クに 対応 した ルーブリッ クに 対応

する べく モニ タリングシ ステ ムの

改修を行った。また 1 月の協力者

会議及び 2 月の評価者会議での指

摘を踏まえ、3 月にアクティブブラ

ーニングに関する e ポートフォリ

オシ ステ ムの 改修と学修 成果 の可

視化 に向 けた サマリー出 力に 対応

する変更を行った。  

・リフレクションカレッジについては学生に向けての発信がストレス

なく反映されるよう改修を行った。ベンチマーク改訂はインターンシ

ップルーブリックにも連動しており、新しい基準によるインターンシ

ップを可能にした。ただし、混乱を防ぐ意味で夏学期の実施に際して

は従来版を利用した。  

・e ポートフォリオの改修については、平成 30 年度のインターンシ

ップ 等事 業の 実 施内 容を 経て 外部 関係 者 の意 見を 反映 した 改修 がな

され、学びの統合ツールとしての機能を充実させるとともに、教育成

果の集大成としての可視化を実現するシステム変更が実現された。  

2 月に卒業 3 年目の卒業生並びに

企業へアンケートを送付した。  

経年変化を見るために、例年と同様の内容で実施。情報の蓄積を図り、

今後分析を行った。結果は平成 31 年度のシンポジウム等で共有する

こととした。  

12 月～3 月までキャリアチュータ

ーの制度を稼働した。  

毎週 2 回、3 年生の登校が多い曜日に設定して実施。認知の拡がりと

共に予約も増加するなど一定の効果があった。当初の三木キャンパス

と尼崎キャンパスを遠隔で実施する計画を立てるも、尼崎学生の希望

が出ず今年度の実現には至らなかった。  

 
【平成 30 年度 会議・行事】 

11/17 に イン タ ー ン シ ッ プ 総括 会

議を実施した。  

就業体験型、課題解決型と様々な取り組みの紹介・発表の後、受入企

業の来場者によるフィードバックや、ビデオレター方式のコメントも

あり、学生にとっては教育効果の高い情報であった。  

1/18 にインターンシップ成果報告

会を実施した。  
 

受入 企業 から イ ンタ ーン シッ プに 関す る 様々 なご 意見 を頂 戴す る中

で、インターンシップ学習に臨む学生の評価について、大学の中で教

員が持っている評価と、実習時の企業からの評価を比較してみると、

一致しないケースが多く、ここにある差異の存在を企業、大学双方が

共通認識として持った上で、インターンシップのあり方など、今後の

学生指導、評価を見直すきっかけとなった。  

1/18 に協力者会議を実施した。  2 月のシンポジウムでポスター発表予定のＡＰ課題探究型インターン

シップ参加学生の発表もご覧いただき、高次のインターンシップの学

修成果の伸びと可視化についても評価、ご意見を頂いた。  

2/16 に宮崎国際大学との AP 合同

シン ポジ ウム を開催した 。来 賓挨

拶、基調講演、パネルディスカッシ

ョン と続 き、 シンポジウ ム終 了後

は情報交換会を開催した。  

「社会が求める力をどのように育成し可視化するか」のテーマのも

と、全国各地より 100 名を超える参加者があった。これまで両大学

が推進してきた AP 事業の成果を発表すると共に、大学、行政、経

済界の参加者が、「学修成果の可視化」「大学と企業の不連続性の

解消」といった観点で議論を深めた。  

2/16 に外部評価委員会議を開催し

た。  

2 月 16 日の合同シンポジウムの開催に合わせ実施。今年度の事業に

つい て総 括評 価 とア ドバ イス を頂 き指 導 の改 善点 を認 識す るこ とと

なった。最終年度に向けても方向性に対するアドバイスを頂戴すると

共に引き続きの協力を確認した。  
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【平成 31 年度(令和元年度) 事業活動状況】 

補助事業の活動予定及び実績  具体的成果  

ル ー ブリ ッ ク 評価 や チ ュ ーニ ン グ

の仕組みを、教育学部や保健医療学

部 な ど専 門 職 養成 課 程 に おけ る 教

育 現 場や 医 療 現場 で 実 習 等の 機 会

を通じ展開した。  

モニタリングや課題設定の実施は難しいという意見であったが、事前

に目標や評価項目を共有することで、より教育効果が高まるとの評価

は得た。人間科学部で開始した本事業の一部の取り組みは、今後目的

養成系の学部の実習時でも導入できるきっかけとなった。また教員と

受け入れ先の担当者の評価の違いが明確になり、お互いの差異を認め

る機会ともなった。また目的養成系の実習においても、共通ルーブリ

ック評価の学生へのフィードバックにより、学生個々人の自己評価能

力の向上につながった。  
 

前年度より導入した「課題探究型プ

ログラム」については、実務家教員

及 び 専任 コ ー ディ ネ ー タ ーを 中 心

に、受入れ及び評価の摺合せに協力

いただけるコアパートナー企業・学

校・園・病院等の拡充を図った。  
 

インターンシップについては事業前半の「課題解決型」から「課題探

究型」に移行を進めることを目指し、昨年度より受入れ先も 1 社増加

し 3 社 8 名で実施した。「課題探究型」では学生が問題意識を持ちな

がら設定した課題に対する学生の学習を受入企業、教員が側面からサ

ポートし、学生が自律的に学習する枠組みを完成した。  

前 年 度に シ ス テム 改 修 を 行い 導 入

した「学修成果サマリー（関西国際

大学版ディプロマサプリメント）」

について、アンケート及び聞き取り

調査を実施した。  

学修成果サマリーは、他大学との共通化という意見も多かったが、大

学の特色と学生の学修成果を確認できるツールとして、活用に前向き

な企業が多かった。また、アンケートの結果、不足している情報など

の指摘もあったため、その意見を反映し、10 月に記載内容の変更を行

った。  

4 月～3 月にＡＰ専任職員がＡＰ関

連申請書類作成、インターンシップ

先訪問、他ＡＰ事業に係る案件全般

を行った  

文部科学省への提出書類の作成を専任職員に集約し、円滑な事業の推

進が可能になった。成果報告会、シンポジウム等実施について事前の

準備調整、報告書発刊などの関係する業務処理を行った。事業報告書

の取りまとめ作業を行った。  
 

4 月～6 月イにンターンシップ受入

企業を訪問し協力依頼、事前打ち合

わせを行い、さらに学生個々につい

て 詳 細情 報 提 供と 事 前 カ リブ レ ー

ションを行った。  

企業 との 事前 の 評価 項目 設定 およ び意 見 交換 会な どの 際に 学生 情報

を提供することで、学生に即した実習プログラムの作成や評価の観点

での方向性のポイントが絞れた。大学と企業とで評価のベースをより

共有できた。  
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4 月～6 月に教育現場、医療現場の

協力受入先を訪問し協力依頼、事前

打ち合わせを行い、さらに学生個々

に つ いて 詳 細 情報 提 供 と 事前 カ リ

ブレーションを行った。  

いず れも 既存 の 学外 実習 があ る学 部で あ り課 題探 究型 プロ グラ ムを

追加上乗せしてインターンシップを実施するのは、現状困難であり、

評価 の部 分で 、 ルー ブリ ック を活 用し た 評価 の仕 組み を試 行し てみ

た。受け入れ側の業務負担を考えての試行であったが、それでも学生

のレベルの問題など課題が見えてきた。  
 

7 月～9 月にキャリアチューターの

公募を行い、採用者にはカウンセリ

ング等の研修を実施した。  

先輩を身近に感じ、キャリア支援課スタッフには遠慮しているような

質問も投げかけているシーンがあり、等身大でのコミュニケーション

が取れて、非常に有効であった。  

チューターによっては自身のゼミや知り合いの後輩に自ら声かけ（勧

誘）を行うなど自律的な活動も行った。また 1 年及び 2 年のゼミ担当

教員より、授業に出向いて話をする依頼も受けることが増えるなど、

その役割についての学内の認知は深まった。  
 

8 月～9 月インターンシップ実習中

の 学 生の 日 々 の活 動 を 担 当教 員 が

リ フ レク シ ョ ンカ レ ッ ジ を活 用 し

て モ ニタ リ ン グを 行 い 適 宜指 導 を

った。機能改善により企業、教員、

学 生 が同 時 に コメ ン ト を 見れ る よ

うになり、共有が図れた。  
 

学生 は実 習中 に 困っ たこ と悩 んだ こと を この シス テム を利 用し て担

当教員に伝え、リアルタイムでレスポンスを得ることで、ストレスフ

リーとなれる。企業、教員にとってもそれぞれのコメントを確認する

ことができるため、その後の指導プランが組みやすくなった。さらに

企業 に対 して は 、大 学が 非常 に丁 寧に 指 導し てい ると の評 価を 受け

た。  

8 月～10 月インターンシップ受入

先企業等への訪問を行い、担当教員

が 評 価の 摺 合 わせ カ リ ブ レー シ ョ

ンを行った。  

4 段階評価の区分について、より細かな指標区分を求められる企業も

あり、企業側の評価の観点を知ることができた。またこれまでもある

話であるが、業種によってモニタリング項目に必ずしもフィットしな

い項目があることを改めて確認できた。  

2 月に卒業後 3 年目の卒業生に現

況調査を郵送し、卒業生に経年的な

動向を探った。  

卒業生の動向を知る良い機会であり、企業との接点としては一定の役

割を果たすものである。  

10 月～3 月キャリアチューターを

三木キャンパス 4 人体制、尼崎キ

ャンパス 1 名体制で実施した。今

年 度 は教 員 の 養成 に よ り 講義 内 で

発表する出前発表を実施した。  
 

後半 2 月、3 月になってくると 3 年生の就活が実践ステージに入り、

具体的な場面での相談も増え、チューターそれぞれの経験を生かした

アドバイスができ、また不安に対するアドバイスも効果的であった。 

10 月～3 月担当教員並びに事務職

員 が 冬イ ン タ ーン シ ッ プ 受入 企 業

開拓を行うと共に令和 2 年度に向

けて受入開拓を行った  
 

冬インターンシップは 4 社と多くはなかったが、受講状況の関係で夏

に参加できなかった学生にとっては、貴重な機会となった。  

3 月 に合 同 ＡＰ シ ンポ ジ ウ ム報 告

書発刊し平成 31 年度本学のＡＰ事

業取り組みの成果を周知した。  
 

これまでの AP 事業を振り返り求めることで、本事業の成果を内外に

発信することができた。今後の様々な機会で活用していく。  
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3 月 にＡ Ｐ 事業 報 告書 発 刊 し本 学

の 6 年間の事業の集大成を発信し、

得られた成果の汎化を図った。  

これまでの 6 年間の AP 事業としての取り組みを振り返り、その成果

を内外に発信することができた。学内汎化、学外への情報発信と今後

の様々な機会で活用していく。  
 

 
【平成 31 年度(令和元年度) 会議・行事】 

11/16  イ ン タ ー ン シ ッ プ 成 果 報

告会 を実 施。 学生発表と 受入 企業

から のコ メン トを頂き、 全体 とし

ての振り返りをった。  

今回 はポ スタ ー セッ ショ ン形 式で の初 め ての 開催 とな り好 評を 博し

た。多くの学生にとっては双方向でのプレゼンは初めての経験であっ

たが、コミュニケーション力、プレゼン力の形成には非常にいい機会

であった。ポスター作成過程での学習と併せて成⾧を見た。  

また、報告会の後の意見交換会ではインターンシップの在り方やルー

ブリ ック 評価 さ らに は導 入を 予定 して い る学 修成 果サ マリ ーに つい

てもご意見を頂戴し、参考とさせていただいた。  

12/7  ＡＰ シ ンポ ジ ウム を 開催 し

本 学 の 事 業 全 体 の 成 果 を 総 括 し

た。  

全国より大学関係者、企業関係者他訳 90 名の方に参加頂いた。本学

の AP 事業について 2 件の報告を行い、これまでの活動を発信するこ

とができた。さらにパネルディスカッションでは、行政や企業も加わ

り広範囲な広がりの話題が提供できた。（詳細別途記載）  

2/13・14 全学 PD 研修会にて AP

事業の報告を話題提供を行った。  
 

キャリア支援課の藤井課⾧より AP 事業に関する成果を報告し、ゼミ

改革に繋がる課題探求型プログラムに関する情報提供を行った。また

学生発表及び学生へのインタビューでは、教員の関わり方に関するイ

メージが共有された。  

3 月に、外部評価委員にＡＰ事業全

体 6 年間の総括評価をいただいた。 

小杉礼子氏、深澤晶久氏の両先生には、⾧きにわたり本学 AP 事業を

支援していただき感謝に堪えない。今回は事業の完結を迎え全体にわ

たって総括の評価をしていただいた。今後進むべき道標を示していた

だいた。  

 


